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　友渕小学校は、昭和56年に創立され、令和２年度で創立40周年を迎えました。大阪市内最多となる1600名以上の児童が在籍し、
１・２年生が分校、３～６年生が本校で学習しています。教育目標に「自ら学びよく考える子」「豊かな心をもち仲よくする子」「健
康でたくましい子」を掲げ、知・徳・体のバランスがとれた人材の育成を目指しています。地域の方々はあたたかく子どもたち
を見守ってくださっており、保護者・地域・教職員が手を携えて、子どもたちを健やかに育んでいます。

校長　新　健太郎

【安全・安心な教育の推進】
・令和４年度末の校内アンケートで「自分には良いところがあると思います
か」の項目について、肯定的に答える児童の割合を78％以上にする。

【未来を切り拓くための学力・体力の向上】
・令和４年度末の校内アンケートにおいて「課題などわからないことや不思
議に思ったことを、学級の友だちと話し合って解決することができますか」
に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を40％以上にする。
・小学校学力経年調査における国語の平均正答率の対大阪市比を、同一
母集団において経年的に比較し、いずれの学年も前年度より1.0ポイント
向上させる。
・校内アンケートにおいて、「体を動かすこと（体を使う遊びやダンス、スポー
ツ等）は楽しいですか」の項目で、肯定的な回答を70％以上にする。

【学びを支える教育環境の充実】
・学習者用端末を活用した家庭学習を隔週１回実施する。
・「学校園における働き方改革推進プラン」に掲げる教員の勤務時間に関
する基準１を満たす教員の割合を90％以上にする。
・令和４年度の小学校学力経年調査における「読書は好きですか」の項目
に対して、肯定的に回答する児童の割合を65％以上にする。

未定

○結果の概要
男子・女子ともに、体力合計点が全国に比べ１ポイント下回ったが、大阪
市に比べ１ポイント上回った。特に握力の得点が低い。徐々にではあるが、
全国平均に近づいてきている。
コロナ禍であっても広い運動場と地域にある公園、地域のスポーツクラブ
や運動部が継続して活動していたことが大きな要因だと考えられる。「運動
やスポーツをすることは好きですか」の質問に対しても好きと回答する児童
は全国より多く、１週間の総運動時間も全国平均より多くなっている。

取組の成果と課題、アクションプラン
体を動かす機会の少ない児童や特定の種目を行っている児童も多く、全
身を使った運動ができる児童が少ない。体育については、陸上を中心に専
科指導を行い、ゴールデンエイジの間に体の使い方を習得させ体力合計得
点を向上させたい。また、授業の中で、児童一人一人に目標を明確に持た
せて学習に取り組み、振り返り活動を積み重ねることで、「できた」「上手
になった」という実感を持てるようにすることが必要だと考える。それを積
み重ねることで、運動や体育に対する肯定的な感情を育てていく。

令和３年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」結果
○種目別平均値

令和３年度「全国学力・学習状況調査」結果
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○結果の概要
国語科・算数科について平均正答率は高く、全国平均を上回る結果となっ
た。特に、算数科「数と計算」「図形」においては全国平均から10ポイント
以上上回る結果となっている。また、無解答率は、どの領域も大阪市・全
国を下回っている。

取組の成果と課題、アクションプラン
習熟度別少人数授業、ティームティーチングなど児童の実態に応じた授
業形態の工夫や個に応じた指導を実施し、より一層学習内容の定着を図る
ために継続して取り組む。また、自分の考えの根拠や理由を明確にして説
明したり書いたりすることができるように様々な学習場面を多く取り入れて
いくことで、学びあう授業の充実を図る。そして自主学習の定着を図り、
家庭との連携を深める。
体験して学ぶ活動や生活場面に直結するような学習を多く取り入れるな
ど、日ごろの学習の活用方法を確立させる。さらに、子ども同士でも認め
合う機会を多く設け、人と関わり合いながら学ぶことで成長を実感させてい
きたい。

１　本校・分校という環境を生かした教育活動
全国でも有数の児童数を有する過大規模校です。本校（３～６年）と分校（１～２年）に分かれて

います。普段は、別々の校舎で過ごしている分だけ１年生を迎える会や運動会、卒業生を送る会など、
高学年と低学年とが交流する機会をとても大切にしています。代表委員が中心となって運営を進め、楽
しく思い出に残るものになるよう工夫をこらしています。

２　多彩なクラブ・委員会活動
児童数が多いということもあり、クラブや委員会も様々あり、それぞれがいろいろな活動を行ってい

ます。クラブ活動は、陸上／運動・サッカー・ソフトボール・ドッジボール・テニス・バスケットボール・
バドミントン・文学・工作・折り紙・ぬり絵・習字・室内遊び・ダンス・音楽・卓球・科学・マンガ／イラスト・
手芸・タブレット・百人一首と21種類あります。委員会活動も、集会・運動・放送・栽培・環境・保健・給食・
図書・新聞・掲示・生活・美化の12種類と代表委員会が別にあります。

３　PTA・地域の強力なバックアップ
ＰＴＡや地域の支えもあって、子どもたちが安心・安全に登下校を行うことができています。ＰＴＡに

よる朝の交通立ち番活動や地域の方々による見守り隊活動が行われています。
ＰＴＡでは、年１回のビッグイベント「ふれあいまつり」をはじめとして、各種委員会活動やクラブ活

動が活発で、子どもも大人も楽しく交流しています。
地域でも子どもが楽しみにしている行事がいくつかあり、地域ぐるみで子どもをはぐくむという伝統が

培われています。

【学力と体力の状況調査については 16 ページに全国・大阪市平均を掲載。ご参照ください。】

国語 算数

70％ 78％

学力の状況と学力向上に向けた取組

体力の状況と体力向上に向けた取組

※状況により日程変更や中止する場合が
　あります
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